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国
生
み
の
島
、
淡
路
島
。
神
話
に
よ
る
と
淡
路
島
は
日
本
で
最
初
に
で
き
た
島
と
い
わ
れ
、
古

い
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。�

淡
路
島
に
は
い
つ
か
ら
人
が
住
み
始
め
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
き
た
の
か
？
私
た
ち
の

祖
先
・
洲
本
人
が
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の
か
？
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
市
内
に
残

る
遺
跡
な
ど
か
ら
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

今
月
号
で
は
、
遺
跡
（
出
土
品
）
と
併
せ
て
、
私
た
ち
の
先
祖
の
生
活
を
紹
介
し
ま
す
。�

す 

も
と 
び
と�

洲
本
発
展
へ
の
出
発
点�

 

　  

〜

武

山

遺

跡

〜

�

た
け     

　
　
や
ま�

稲
の
民
の
始
ま
り�

 

〜

下

加

茂

遺

跡

〜

�

　
淡
路
島
で
最
も
古
い
出
土
遺

物
は
、
三
原
町
浦
壁
池
遺
跡
で

発
見
さ
れ
た
、
旧
石
器
時
代
（
約

二
万
年
前
）
の
、
石
を
割
っ
て

細
長
く
つ
く
っ
た
長
さ
四
　
の

ナ
イ
フ
形
石
器
で
す
。�

　
約
一
万
二
千
年
前
の
縄
文
時

代
に
入
る
こ
ろ
に
は
、
石
を
形

よ
く
加
工
し
た
石
槍
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
石
槍
に
柄
を
着

け
て
大
型
動
物
に
投
げ
槍
と
し

て
狩
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
由
良
真
野
谷
・
淡
路

町
岩
屋
・
南
淡
町
牛
内
長
原
な

ど
の
遺
跡
で
出
土
し
て
い
ま
す
。�

　
約
一
万
年
前
か
ら
縄
文
時
代

と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
代
に
は

石
鏃
（
石
の
ヤ
ジ
リ
）
が
つ
く�

��������������

ら
れ
、
弓
矢
で
小
型
の
敏
捷
な

小
動
物
の
狩
り
が
で
き
ま
し
た
。�

縄
文
式
土
器
が
つ
く
ら
れ
、
煮

炊
き
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
調

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
縄
文
時
代
は
七
〜
八
千
年

も
続
き
ま
す
が
、
淡
路
で
は
東

浦
町
の
佃
遺
跡
が
、
縄
文
時
代

後
期
か
ら
晩
期
に
栄
え
た
西
日

本
で
も
最
大
級
の
遺
跡
で
す
。�

����

　
宇
山
の
武
山
遺
跡
（
洲
本
酪

農
の
北
側
）
は
、
縄
文
時
代
前

期
か
ら
晩
期
ま
で
の
遺
跡
で
、

多
量
の
土
器
や
石
鏃
、
石
斧
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

弥
生
時
代
前
期
の
中
で
も
最
古

の
土
器
や
中
期
初
頭
の
方
形
周

溝
墓
の
一
端
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。�

　
弥
生
時
代
は
紀
元
前
五
世
紀

か
ら
紀
元
三
世
紀
後
半
ま
で
の

約
七
百
年
余
り
で
す
。
弥
生
時

代
最
古
の
土
器
は
、
二
千
数
百

年
前
、
北
九
州

へ
水
田
稲
作
農

耕
や
、
大
陸
の

先
進
文
化
を
も

っ
て
渡
来
し
た

人
た
ち
の
土
器
で
、

渡
来
系
の
人
た

ち
が
、
や
が
て

淡
路
へ
来
た
こ

と
を
示
す
も
の

で
す
。�

　
当
時
の
洲
本
川
の
川
口
は
宇

山
の
武
山
あ
た
り
で
、
現
在
の

市
街
地
は
入
江
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
入
江
の
岸
の
武
山

に
上
陸
し
た
人
た
ち
は
、
岸
の

湿
地
を
水
田
に
開
き
、
稲
作
を

始
め
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
か

ら
二
千
四
百
年
余
り
前
で
す
。

先
住
の
縄
文
人
も
新
し
い
水
田

農
耕
や
文
化
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。
武
山
遺
跡
の
あ
た
り
が
、

洲
本
市
発
展
の
出
発
点
と
な
り

ま
す
。�

い
し
や
り�

せ
き
ぞ
く�

び
ん
し
ょ
う�

ほ
う
け
い
し
ゅ
う�

こ
う
ぼ�

に�

た�

セ
ン�

チ�

　
武
山
遺
跡
か
ら
約
六
百
　
西

側
に
下
加
茂
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

武
山
か
ら
分
か
れ
て
来
た
人
た

ち
の
集
落
で
す
。
弥
生
時
代
中�

期
前
半
（
約
二
千
二
百
年
前
）

の
方
形
周
溝
墓
四
基
と
中
期
後

半
（
約
二
千
百
年
前
）
の
円
形

周
溝
墓
一
基
が
見
つ
か
り
ま
し�

石槍�
由良真野谷遺跡�

弥生式土器の壺（弥生時代最古） 武山遺跡�

縄文式土器の文様　武山遺跡�

中 津 原 �

下加茂岡�



３�

た
。
方
形
や
円
形
に
深
く
溝
を

掘
っ
て
墓
地
を
囲
み
、
墓
地
内

に
木
棺
で
埋
葬
す
る
墓
で
す
。

ど
の
周
溝
も
後
世
に
上
部
が
削

り
と
ら
れ
て
、
溝
の
底
部
が
残�

������������

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
溝

底
か
ら
、
広
口
壷
、
木
製
の
農

具
、
朱
塗
り
の
儀
礼
用
の
杓
子
、

稲
の
穂
を
摘
む
石
包
丁
、
鉢
、

紀
伊
型
の
甕
な
ど
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
紀
伊
型
の
甕
は
、
和

歌
山
市
周
辺
で
産
す
る
結
晶
片

岩
の
砂
粒
が
含
ま
れ
た
土
器
で
、

淡
路
と
の
物
流
や
人
の
交
流
が�

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

出
土
し
た
物
か
ら
、
水
田
稲
作

を
し
た
人
の
墓
で
あ
り
、
亡
く

な
っ
た
人
を
手
厚
く
葬
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。�

　
墓
地
の
地
層
か
ら
六
十
　
ほ

ど
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
で
、
弥

生
時
代
前
期
（
約
二
千
四
百
年

前
）
の
水
田
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
低
い
畦
で
一
筆
づ
つ
小
さ

く
方
形
に
区
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

淡
路
で
前
期
の
水
田
は
西
淡
町

雨
流
遺
跡
と
二
例
で
す
。
武
山

遺
跡
で
は
、
水
田
は
見
つ
か
っ�

て
い
ま
せ
ん
が
、
武
山
か
ら
下

加
茂
の
湿
地
帯
は
、
洲
本
で
初

期
水
田
稲
作
が
始
ま
っ
た
所
で
、

縄
文
人
の
生
活
と
異
な
る
、
水

田
稲
作
農
耕
に
主
力
を
注
ぐ
「
稲

の
民
」
の
始
ま
り
で
す
。�

　
水
田
を
小
さ
く
区
画
す
る
の

は
、
傾
斜
地
で
棚
田
の
よ
う
に

水
が
水
平
に
と
れ
る
こ
と
や
、

水
温
の
調
節
が
と
り
や
す
い
か

ら
と
言
わ
れ
ま
す
。
弥
生
時
代

の
稲
作
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
品

種
が
混
植
さ
れ
、
稔
り
の
日
数

に
差
が
あ
っ
て
、
稔
っ
た
稲
穂�

を
毎
日
石
包
丁
で
刈
り
取
り
ま

す
。
そ
の
作
業
を
行
う
に
も
小

区
画
が
良
い
し
、
稔
り
が
揃
う

よ
う
に
、
品
種
改
良
に
稲
の
観

察
を
す
る
に
も
小
区
画
の
方
が

都
合
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
古
代
の
稲
は
、

赤
米
や
黒
米
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。�

　
下
加
茂
遺
跡
で
は
水
田
が
拡

張
さ
れ
、
中
期
に
は
人
口
も
増

し
て
、
し
っ
か
り
し
た
農
村
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。�

�

→�

し
ゃ
く
し�

か
め�

つ�

セ
ン�

チ�

あ
ぜ�

み
の�

方形周溝墓（4ヶ所掘られた周溝の内側が墓地） 下加茂遺跡�

方形区画された弥生時代前期の水田跡　下加茂遺跡�

湿地を利用した弥生時代初期の水田稲作（イメージ図、岡本）�

紀伊（和歌山県）との交流が分かる紀伊型の甕�
方形周溝墓より出土　下加茂遺跡�

下 加 茂 �

武 山 �
馬 木 �

亀 谷 山 �
尾 崎 �

下 内 膳 �

大 森 谷 �
大 西 �

洲本川流域の弥生時代の遺跡 　写真は『下内膳遺跡（県教育委員会、平成８年発行）』から転載�
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最
大
の
拠
点
集
落�

 
〜

下

内

膳

遺

跡

〜

�

　
下
加
茂
遺
跡
の
西
方
に
下
内

膳
遺
跡
（
加
茂
小
学
校
付
近
）

が
あ
り
ま
す
。
弥
生
時
代
前
期

後
半
か
ら
終
末
期
ま
で
の
集
落

で
す
。
中
期
後
半
の
方
形
周
溝

墓
、
後
期
の
水
田
、
石
包
丁
、

多
量
の
土
器
の
ほ
か
、
紀
伊
型

甕
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
で
、
中
期
後
半
と
後

期
終
末
に
大
地
震
が
あ
り
、
さ

ら
に
数
度
の
洪
水
に
よ
る
土
石

流
に
よ
っ
て
集
落
が
覆
わ
れ
た

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

度
に
下
内
膳
の
人
た
ち
は
た
く

ま
し
く
復
興
し
て
い
ま
す
。�

　
下
内
膳
遺
跡
の
北
西
の
山
間

地
に
、
弥
生
時
代
中
期
末
か
ら

後
期
前
半
の
中
津
原
遺
跡
が
あ

り
ま
す
。
下
内
膳
の
人
た
ち
の

一
時
的
な
避
難
の
集
落
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
下
内
膳
遺
跡
は
、
洲
本
川
流

域
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
の
中
で

最
大
の
集
落
で
す
。
そ
し
て
南

西
の
弥
生
時
代
前
期
後
半
か
ら

古
墳
時
代
の
波
毛
遺
跡
へ
続
き

ま
す
。�

　
弥
生
文
化
の
受
け
入
れ
は
、

武
山
遺
跡
か
ら
始
ま
り
、
下
内

膳
遺
跡
・
波
毛
遺
跡
を
拠
点
集

落
と
し
て
、
中
津
原
、
大
森
谷
、

大
西
な
ど
の
遺
跡
が
、
洲
本
川

の
各
支
流
の
山
間
地
へ
入
り
、

弥
生
時
代
後
期
の
遺
跡
は
内
陸

部
へ
拡
張
し
ま
し
た
。�

�

最
古
式
の
銅
鐸�

　 

〜
中
川
原
町
二
ツ
石
〜�

 
 

弥
生
時
代
前
期
末
か
ら
後
期

に
は
、
稲
の
豊
作
を
願
い
、
収

穫
を
感
謝
す
る
祭
り
に
青
銅
器

の
銅
鐸
と
い
う
祭
器
が
使
わ
れ

ま
し
た
。
淡
路
で
は
、
お
よ
そ

二
十
個
の
出
土
の
記
録
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
中
期
ま
で

の
古
式
で
す
。
中
川
原
町
二
ツ

石
で
出
土
し
た
と
い
う
銅
鐸
は
、

前
期
末
の
全
国
的
に
も
数
少
な

い
最
古
式
の
銅
鐸
で
す
。
稲
作

農
耕
の
祭
り
が
早
く
か
ら
行
わ

れ
、
銅
鐸
を
有
す
る
こ
と
の
で

き
る
集
落
が
あ
っ
た
の
で
す
。�

特
徴
の
あ
る
遺
跡�

〜
安
乎
間
所
遺
跡
・
二
ツ
石
戎
ノ
前
遺
跡�

　         

下
加
茂
岡
遺
跡
〜�

え
び
す�

さ
ん 

 

か
く 

 
 

ぶ
ち
　
し
ん
　
じ
ゅ
う
き
ょ
う�

ま   

ど
こ
ろ�

あ
い
　
が�

ど
う 

　
た
く�

　
安
乎
間
所
遺
跡
で
は
、
縄
文

時
代
前
期
か
ら
晩
期
の
土
器
や

弥
生
時
代
前
期
の
土
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
弥
生
時
代
は
戦
争

の
時
代
で
、
集
落
は
環
濠
（
集

落
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
堀
）
で
守

り
ま
す
。
安
乎
間
所
遺
跡
で
は

環
濠
の
一
部
が
見
つ
か
り
、
戦

争
の
緊
張
感
が
う
か
が
え
ま
す
。

島
外
で
は
激
し
い
戦
争
の
遺
跡

が
あ
り
ま
す
が
、
淡
路
で
は
戦

争
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
遺

跡
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
二
ツ
石
戎
ノ
前
弥
生
時
代
後

期
の
遺
跡
は
、
古
代
の
儀
式
な

ど
に
使
わ
れ
る
物
に
塗
る
、
朱

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
石

を
す
り
つ
ぶ
し
て
朱
を
つ
く
る

石
器
に
、
わ
ず
か
で
す
が
朱
が

着
い
て
い
ま
し
た
。
戎
ノ
前
遺

跡
は
、
銅
鐸
が
出
土
し
た
二
ツ

石
の
近
く
で
す
。�

　
下
加
茂
岡
遺
跡
は
、
下
加
茂

遺
跡
北
側
の
丘
陵
上
、
柳
学
園

敷
地
内
に
あ
る
後
期
の
遺
跡
で

す
。
竪
穴
住
居
址
に
接
し
て
湧

水
場
が
あ
り
、
食
料
貯
蔵
の
穴

や
五
十
　
角
の
平
ら
な
調
理
台

と
思
わ
れ
る
石
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
住
居
址
に
伴
っ
た
、
台

所
的
な
施
設
の
あ
る
の
は
極
め

て
珍
し
い
も
の
で
す
。�

�

か
ん
ご
う�

た
て
あ
な�

セ
ン�

チ�

淡
路
で
最
大
の
鏡
・
三
角
縁
神
獣
鏡�

　
〜
コ
ヤ
ダ
ニ
古
墳
〜�

　
弥
生
時
代
に
続
い
て
三
世
紀

後
半
か
ら
七
世
紀
ま
で
の
約
四

百
年
間
が
古
墳
時
代
に
な
り
ま

す
。
全
島
で
知
ら
れ
て
い
る
古

墳
の
数
は
百
四
十
基
ほ
ど
で
、

他
地
域
と
比
べ
る
と
少
な
い
の

す
。
ほ
と
ん
ど
が
後
期
の
古
墳

で
、
中
期
の
古
墳
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
直
径
四
　

の
素
文
鏡
一
枚
と
五
銖
銭
が
数

枚
出
土
し
た
宇
山
牧
場
古
墳
（
洲

本
川
口
の
北
側
丘
陵
）
、
三
角

縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
た
コ
ヤ
ダ

ニ
古
墳
（
下
加
茂
岡
遺
跡
北
側
）

な
ど
は
、
出
土
品
に
よ
っ
て
前

期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
角
縁
神
獣
鏡
は
豪
族
の
持
つ

祭
器
で
す
。
大
和
政
権
か
ら
分

配
さ
れ
た
三
角
縁
神
獣
鏡
を
持

っ
た
、
コ
ヤ
ダ
ニ
古
墳
に
葬
ら

れ
た
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で

す
。
後
期
の
古
墳
の
中
で
は
、

曲
田
山
古
墳
は
島
内
で
は
大
型

の
古
墳
で
す
。�

　
淡
路
に
は
前
期
古
墳
が
乏
し

く
、
中
期
の
古
墳
も
無
い
の
は
、

弥
生
時
代
後
期
か
ら
大
和
政
権

下
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。�

セ
ン�

チ�

甕、鉢など土器出土状況　下内膳遺跡�

木の実やクズの根から澱粉をとって食事の用意をする（イメージ図  下加茂岡遺跡）�

素文鏡、面径3.8センチ（右）、五銖銭2枚（左）�
宇山牧場古墳�

最古式の銅鐸　中川原二ツ石�
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『
日
本
書
紀
』
と
合
う�

　   

〜
高
崎
製
塩
遺
跡
〜�

 
 

淡
路
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
で

目
立
つ
の
は
、
海
岸
で
海
水
を

土
器
に
入
れ
て
煮
詰
め
て
塩
を

つ
く
っ
た
遺
跡
で
す
。�

 

由
良
の
成
ヶ
島
の
南
端
の
高

崎
遺
跡
は
、
友
が
島
と
の
間
の

紀
淡
海
峡
を
望
み
ま
す
。
高
崎

遺
跡
で
は
四
世
紀
か
ら
五
世
紀

前
半
の
製
塩
土
器
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
『
日
本
書
紀
』
に
、

応
神
天
皇
が
紀
淡
海
峡
に
望
ん

で
塩
を
焼
か
せ
、
神
事
の
琴
を

弾
い
た
と
い
う
歌
が
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。
塩
は
五
百
籠
も
で

き
て
、
諸
国
に
分
配
す
る
と
、

五
百
の
船
が
献
上
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
塩
の
経
済
力
が
う
か
が

え
ま
す
。
応
神
天
皇
は
四
世
紀

末
か
ら
五
世
紀
初
頭
の
天
皇
と

言
わ
れ
、
高
崎
の
製
塩
遺
跡
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
記
述
と
合
う

の
で
す
。
淡
路
で
は
古
墳
時
代

後
期
に
、
塩
が
大
量
に
生
産
さ

れ
、
東
浦
町
の
楠
本
塩
入
遺
跡
、

北
淡
町
の
貴
船
神
社
遺
跡
は
、

中
央
政
権
の
支
配
の
も
と
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
洲
本
の

旧
城
内
遺
跡
で
は
製
塩
土
器
の

出
土
と
、
海
人
の
古
墳
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。�

洲
本
の
発
展
へ�

た
く
ま
し
い
稲
の
民
〜
洲
本
川
流
域
の
遺
跡
〜�

　
洲
本
の
歴
史
は
、
石
槍
を
使

っ
て
い
た
約
一
万
二
千
年
の
昔

に
始
ま
り
ま
す
。
武
山
遺
跡
の

縄
文
人
は
確
か
に
洲
本
人
の
先

祖
で
す
。
そ
こ
へ
渡
来
の
人
が

来
て
稲
の
民
と
な
り
、
弥
生
時

代
に
な
り
ま
す
。
弥
生
時
代
は

世
情
や
気
候
の
安
定
し
な
い
時

代
で
、
北
淡
路
の
山
間
地
で
は

異
常
に
遺
跡
が
多
く
、
明
石
海

峡
の
海
上
交
通
、
本
土
の
戦
争

な
ど
に
緊
張
し
た
状
況
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
洲
本
や
南
淡
路
で

は
軍
事
的
な
緊
張
感
は
少
な
い

の
で
す
。�

　
洲
本
川
流
域
の
弥
生
時
代
の

遺
跡
の
動
き
を
見
る
と
、
川
口

か
ら
内
陸
部
へ
順
調
な
移
動
が

分
か
り
ま
す
。
下
内
膳
遺
跡
は
、

拠
点
的
大
集
落
に
な
り
ま
す
が
、

た
び
た
び
の
大
地
震
や
大
洪
水

に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
度
に
復
興
し
ま
し
た
。
こ

の
た
く
ま
し
い
稲
の
民
が
、
現

代
の
洲
本
へ
発
展
す
る
礎
で
し

た
。�

　
稲
の
民
の
勤
勉
・
郷
土
愛
の

心
は
、
農
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
の
中
に
伝
え
ら
れ
、
お
田
植

え
の
祭
事
な
ど
に
見
出
さ
れ
ま

す
。�

す
も
と
び
と�

い
し
ず
え�

市内の主要遺跡と特徴市内の主要遺跡と特徴�市内の主要遺跡と特徴市内の主要遺跡と特徴�市内の主要遺跡と特徴�

特　徴�時　代� 遺跡名�

紀

元

前

紀

元

前

�

紀

元

後

紀

元

後

�

紀

元

前

�

縄

文

時

代

�

弥

生

時

代

�

紀

元

後

�

由良真野谷遺跡�

�

�

�

�

�

�

�

安乎間所遺跡�

武 山 遺 跡 �

�

武 山 遺 跡 �

安乎間所遺跡�

下 加 茂 遺 跡 �

下 内 膳 遺 跡 �

波 毛 遺 跡 �

武 山 遺 跡 �

下 加 茂 遺 跡 �

下 内 膳 遺 跡 �

森 遺 跡 �

寺 中 遺 跡 �

下加茂岡遺跡�

下 内 膳 遺 跡 �

中 津 原 遺 跡 �

大 森 谷 遺 跡 �

大 西 遺 跡 �

二ツ石戎ノ前遺跡�

�
宇山牧場古墳�

ユヤダニ古墳�

曲 田 山 古 墳 �

高 崎 遺 跡 �

旧 城 内 遺 跡 �

石槍�

�

�

�

�

�

�

�

縄文時代前期～晩期の土器�

縄文時代前期～晩期の土器�

�

前期～後期の土器�

環濠�

水田�

前期～終末期の集落�

前期～古墳時代の集落�

方形周溝墓�

方形周溝墓�

方形周溝墓�

集落�

方形周溝墓�

台所的施設�

水田�

集落�

集落�

集落�

朱の生産�

�
素文鏡、五銖銭�

三角縁神獣鏡�

大型古墳�

製塩土器�

箱式石棺、製塩土器�

三角縁神獣鏡、面径21.9センチ　コヤダニ古墳�

左の小山は高崎遺跡、右後方は友ヶ島。その間が紀淡海峡（由良の門）�

海水を煮つめての塩づくりは、�
海人たちには重労働でした（イメージ図、岡本）�

稲の民の心を伝えてお田植えをする�

旧石器時代�

古墳時代�

早
期
�

後
期
�

晩
　
期
�

前
　
期
　
�

中
　
期
�

後
　
期
�

10000

1000

500

紀元�

200

400

※本特集記事は、洲本市文化財審議員  岡本稔氏のご協力をいただいています。�
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本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�
理事長� 瀧　川　好　美�

�

遺
跡
を
大
切
に
し
よ
う

遺
跡
を
大
切
に
し
よ
う�

遺
跡
に
つ
い
て

遺
跡
に
つ
い
て�

も
っ
と
知
り
た
い
人
は

も
っ
と
知
り
た
い
人
は�

遺
跡
を
大
切
に
し
よ
う�

遺
跡
に
つ
い
て�

も
っ
と
知
り
た
い
人
は�

　
遺
跡
だ
け
で
な
く
、
郷
土
の

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
、
も
っ
と

知
り
た
い
人
は
、
淡
路
文
化
史

料
館
と
図
書
館
に
、
郷
土
に
関

連
す
る
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。�

　
辞
書
や
遺
跡
の
発
掘
調
査
報

告
書
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
由

研
究
な
ど
、
自
分
で
勉
強
し
た

い
人
も
お
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。�

◆
淡
路
文
化
史
料
館�

　
山
手
一
丁
目
一
ー
二
七�

　
　
２
４
・
３
３
３
１�

◆
洲
本
市
立
図
書
館�

　
塩
屋
一
丁
目
一
ー
八�

　
　
２
２
・
０
７
１
２�

�

　
遺
跡
は
、
私
た
ち
の
先
祖
が

生
活
し
た
跡
で
、
私
た
ち
の
歴

史
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
す
。
遺
跡
は
市
民
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
大
切
に
保
護
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
宅
地
な
ど
の
開
発
の
た
め
に

土
地
を
掘
削
す
る
場
合
は
、
遺

跡
が
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
発
掘
調
査
が

必
要
で
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
（
　
２
２
・
３
３
２

１
内
線
３
７
３
）
へ
。�

�

あ
と�

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業
に
つ
い
て
（
募
集
募
集
）�

緊
急
雇
用
創
出
事
業�

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業
に
つ
い
て
（
募
集
募
集
）�

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業
に
つ
い
て
（
募
集
募
集
）�

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業
に
つ
い
て
（
募
集
）�

　
平
成
十
四
年
一
月
か
ら
兵
庫
県
と
各
市
町
で
実
施
し
て

い
る
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
に
お
い
て
、
新
し
く
中
小

企
業
に
お
け
る
雇
用
の
安
定
と
失
業
者
の
雇
用
機
会
の
創

出
を
図
る
こ
と
を
目
的
に｢

中
小
企
業
特
別
委
託
事
業｣

が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。�

　
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
「
対
象
と
な
る
企
業
」
の
全
て
に

該
当
し
、
こ
の
事
業
の
受
注
を
希
望
す
る
企
業
を
募
集
し

ま
す
。�

◆
委
託
業
務
の
主
な
内
容�

　
▽
大
規
模
な
不
法
投
棄
廃
棄

　
物
の
回
収
と
適
正
処
理
（
重

　
機
が
必
要
）
　
▽
美
化
区
域

　
（
新
都
心
周
辺
）
の
歩
道
を

　
巡
回
し
ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど

　
の
啓
発
と
清
掃
（
毎
日
）�

◆
対
象
と
な
る
企
業
（
条
件
）�

　
企
業
（
株
式
・
合
資
・
合
名
・

　
有
限
会
社
・
個
人
事
業
主
）

　
で
つ
ぎ
の
条
件
を
全
て
満
た

　
す
者
　
▽
洲
本
市
内
に
事
業

　
所
を
有
す
る
こ
と
。
　
▽
洲

　
本
市
の
入
札
参
加
資
格
を
有

　
す
る
こ
と
。
　
▽
常
時
雇
用

　
す
る
労
働
者
の
総
数
が
五
十

　
人
未
満
で
あ
る
こ
と
。
　
▽

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
十
四
年

　
度
ま
で
二
年
連
続
し
て
売
上

　
高
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
▽
平
成
十
四
年
度
の
生
産

　
指
標
が
十
二
年
度
に
比
べ
三

　
分
の
一
以
上
減
少
し
て
い
る

　
こ
と
。�

　
（
注
）
生
産
指
標
と
は
、
生

　
産
量
・
生
産
額
・
販
売
量
・

　
販
売
額
な
ど
事
業
活
動
を
示

　
す
指
標
。�

◆
事
業
実
施
の
要
件�

　
▽
事
業
費
に
占
め
る
人
件
費

　
の
割
合
が
五
十
　
を
超
え
る

　
こ
と
。
▽
事
業
に
従
事
す
る

　
作
業
員
は
三
人
と
し
、
う
ち

　
一
人
は
職
業
安
定
所
な
ど
で

　
募
集
し
て
新
規
に
雇
用
す
る

　
こ
と
。
　
▽
事
業
費
が
受
注

　
企
業
の
平
成
十
四
年
十
一
月

　
か
ら
十
五
年
三
月
ま
で
の
生

　
産
指
標
の
二
分
の
一
を
超
え

　
な
い
こ
と
。�

◆
必
要
書
類�

　
▽
申
出
書
（
市
役
所
環
境
整

　
備
課
窓
口
で
配
布
）
　
▽
平

　
成
十
二
・
十
三
・
十
四
年
度

　
の
生
産
指
標
の
わ
か
る
書
類

　
（
損
益
計
算
書
・
青
色
申
告

　
書
な
ど
の
写
し
）
　
▽
常
時

　
雇
用
す
る
労
働
者
数
が
わ
か

　
る
書
類
（
雇
用
保
険
被
保
険

　
者
資
格
取
得
等
確
認
通
知
書
・

　
名
簿
・
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど

　
の
写
し
）�

◆
募
集
す
る
企
業
数
な
ど�

　
▽
募
集
す
る
企
業
は
一
社
の

　
み
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る

　
複
数
の
企
業
か
ら
応
募
が
あ

　
っ
た
と
き
は
抽
選
に
よ
り
一

　
社
を
選
定
し
ま
す
。�

◆
申
出
期
間�

　
十
月
二
十
日
（月）
〜
三
十
一
日

　
（金）�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
市
民
生
活
部
環
境
整
備

課
（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線

３
４
２
）
へ
。�

パ
ー�

セ
ン
ト�
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洲本市立加茂小学校�

学校の主体は子どもたち�学校の主体は子どもたち�
－学校行事の時期の見直し－�

　加茂小学校は、平成１３年度に本館校舎の耐震補強・大規模改造工事を、翌１４年度には体育館の耐震補強・大

規模改造工事を行い、新しい校舎・体育館が完成しました。この２年間は、工事の関係もあって、２学期途中まで

グラウンドが使用出来ない状況となりました。そのため、例年９月に行われていた「運動会」を、６月実施としま

した。�

　２年続けて６月に行った「運動会」は、次のような効果をもたらしました。�

　（１） 運動会の練習を、清々しい五月晴れの５月中旬から実施するため、子どもたちは集中することができた。

　（２）４０数日間の夏休み中の生活のリズムから学校生活への切り替えがスムーズになり、９月当初の子どもた

　　　　ちの学習への集中力が増した。�

　昨年の運動会の反省会で、平成１５年度以降も運動会は６月実施になれば良いのにとの声が出てきました。

PTA会長の協力を得て、７月の町別懇談会（４日間、６地区）で「運動会の実施の時期」について、町内会長お

よび役員や出席した保護者に意見を聞きました。６月実施に賛同される方が大半を占めました。年度末の学校評価

でも６月実施を望む教職員が圧倒的多数でした。�

　平成１５年度、加茂小学校の運動会は６月１日に実施しました。２週間の短い練習期間でしたが、子どもたちが

達成感を味わえる内容となりました。全校児童が紅白に分かれての応援合戦は、６年生がリーダーやチアリーダー

となり、振付けや応援歌もすべて自分たちで考えました。３・４年生は、手作りの道具を使って沖縄民舞「エイサ

ー」を楽しく踊りました。５・６年生の、組立体操「世界がひとつになるまで」は、全員の力が一つになり感動を

呼ぶ勇壮な出来ばえでした。保護者、地域の皆さんのご支援・ご協力で、今後も６月実施の運動会が定着出来れば

と願っています。また、６年生の児童の負担を考え、来年度の修学旅行は１学期から２学期へ、実施の時期の変更

を検討中です。�

� 6年男子の感想文�

　組立体操ははっきり言って最初はいやでした。で
も家で練習をしているうちに出来るようになってから、
好きになりました。「明日にかける橋」ではぼくは
土台で、しんどかったけど、がんばりました。運動会、
組立体操が成功してうれしかったです。�

　組立体操は、すごくがんばった。私は、1年生の時
にずっと前の6年生を見て、すごく組立体操にあこが
れていました。そして、6年生になってあこがれてい
た組立体操が出来るなんて…。その時は、すごくうれ
しかった。練習の時は、皆の心が一つになっていなか
ったけれど、運動会の本番は、心が一つになった。と
てもうれしかった。�

6年女子の感想文�
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夢あるくらしのパートナー�
�

理�事�長��
�
藤　　　勝�
�
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写真�ニュース�
　洲本市農業祭が、９月２０日城戸アグリ公園で開催されました。園芸堆肥や、ポップコー

ンのサービスコーナーの他、淡路ビーフのあたる福引きに、雨天にも関わらず大勢の人

が訪れました。また、優秀な乳牛や和牛の表彰も行われました。�

生産者と消費者が交流　農業祭�

 下水道週間にちなんで洲本環境センターすいせん苑

の見学会が、９月７日おこなわれました。今回は、今年か

ら下水道工事が始まる物部の中島町内会の住民など約

５０人が参加し、排水の処理過程を見学しました。�

�

排水はどうやって　海に帰るの？�

スポーツの秋　市内各地で運動会�

�

　市内の小・中学校で運動会が開かれました。天候不順のため、プログラムを繰り上げたり、延

期したりした学校もありましたが、児童・生徒たちは、元気いっぱいに演技や競争を行いました。�

８�

　仲津子供会が９月２８日さつま芋の収穫を行いました。

５月の末に植えた苗は大きく育ち、子どもたちは自分た

ちのつくったさつま芋を満足そうに収穫しました。�

�

収穫もたのしいね　私たちのさつま芋�





１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

募

集

�
���　

洲
本
市
果
樹
協
会
で
は
、
今

年
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

宇
原
・
物
部
の
農
園
で
「
み
か

ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。
申
し
込
み
で
き
る
の

は
一
家
族
に
つ
き
一
通
。
一
本

に
つ
き
オ
ー
ナ
ー
料
三
、
五
〇

〇
円
で
二
〇
　
以
上
の
収
穫
が

見
込
め
、
収
穫
ま
で
は
園
主
が

管
理
し
ま
す
。
�

◆
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
�

　
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
「
み

　
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
希
望
」

　
と
書
い
て
、
〒
６
５
６
ー
８

　
６
８
６
　
市
役
所
産
業
振
興

　
部
農
政
課
内
　
洲
本
市
果
樹

　
協
会
事
務
局
ま
で
。
�

◆
締
　
切
　
十
月
二
十
八
日
（火）�

　
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。
）
�

▼
詳
し
く
は
、
同
事
務
局
（
　

２
２
・
３
３
２
１
内
線
２
４
４
）

へ
。
�

�����◆
募
集
人
員
　
若
干
名
�

◆
修
業
年
限
　
二
年
�

◆
願
書
受
付
期
間
　
十
月
二
十

　
四
日
（金）
〜
十
一
月
六
日
（木）
�

◆
試
験
日
　
▽
第
一
次
　
十
一

　
月
十
五
日
（土）
、
▽
第
二
次
　

　
十
二
月
六
日
（土）
�

▼
詳
し
く
は
、
同
（
　
０
７
９

９
・
８
２
・
３
１
３
１
）
へ
。
�

������　
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

島
の
外
側
か
ら
船
に
乗
っ
て
県

の
土
木
の
事
業
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
十
一
月
十
六
日
（日）
、

　
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

◆
応
募
資
格
　
淡
路
島
在
住
者

　
か
淡
路
島
勤
務
者
（
十
二
歳

　
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
�

◆
募
集
人
員
　
二
百
七
十
人
�

◆
参
加
費
　
無
料
�

◆
締
　
切
　
十
月
二
十
四
日
（金）
�

　
（
消
印
有
効
）
�

◆
応
募
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に

　
参
加
希
望
者
全
員
の
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

　
番
号
を
記
入
し
て
、
洲
本
市

　
塩
屋
２
ー
４
ー
５
　
淡
路
県

　
民
局
県
土
整
備
部
現
場
見
学

　
係
ま
で
。
�

▼
詳
し
く
は
、
同
係
（
　
２
６
・

３
２
２
５
）
へ
。
�

�

�

�

�

うまづめ眼科クリニック�

馬詰　裕道  眼科医師�

最

近

の

緑

内

障

�

　
緑
内
障
は
白
内
障
と
ち
が
っ

て
治
ら
な
い
こ
わ
い
病
気
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
事

実
、
成
人
の
中
途
失
明
の
原
因

と
し
て
は
、
糖
尿
病
網
膜
症
に

つ
い
で
二
番
目
と
な
っ
て
い
ま

す
。
�

　
一
般
的
に
緑
内
障
と
は
、
眼

球
内
の
圧
力
（
眼
圧
＝
目
の
硬

さ
）
が
上
が
り
、
目
の
神
経
（
視

神
経
）
に
障
害
が
お
こ
り
、
見

え
る
範
囲
（
視
野
）
が
、
だ
ん

だ
ん
狭
く
な
る
病
気
で
す
。
ふ

つ
う
ゆ
っ
く
り
と
視
野
が
狭
く

な
る
た
め
、
自
分
で
視
野
異
常

に
気
付
い
た
時
に
は
、
す
で
に

病
気
が
相
当
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
そ
し
て
一
度

障
害
が
お
こ
っ
た
視
野
は
も
と

に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
�

　
昨
年
行
な
わ
れ
た
大
規
模
な

調
査
で
は
、
日
本
人
の
四
十
歳

以
上
の
緑
内
障
有
病
率
は
約
六

　
つ
ま
り
、
十
七
人
に
一
人
が

緑
内
障
で
す
。
そ
し
て
そ
の
う

ち
半
数
以
上
は
眼
圧
が
高
く
な

い
緑
内
障
（
正
常
眼
圧
緑
内
障
）

と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

緑
内
障
の
診
断
は
○
眼
圧
、
○

視
神
経
の
か
た
ち
、
○
視
野
検

査
で
行
な
い
ま
す
。
視
神
経
の

へ
こ
み
や
障
害
は
、
住
民
検
診

の
眼
底
カ
メ
ラ
撮
影
や
眼
科
に

お
け
る
眼
底
検
査
で
わ
か
り
ま

す
が
、
最
近
で
は
、
視
神
経
の

障
害
を
画
像
で
詳
し
く
解
析
す

る
装
置
も
で
き
、
以
前
よ
り
緑

内
障
の
早
期
診
断
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
緑
内
障
の
治
療
は
、
点
眼
に

よ
る
眼
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

主
に
な
り
ま
す
。
点
眼
薬
は
こ

こ
二
〜
三
年
で
作
用
機
序
の
違

う
も
の
が
多
数
発
売
さ
れ
、
治

療
の
選
択
肢
が
以
前
に
く
ら
べ

ず
っ
と
増
え
て
い
ま
す
。
�

　
緑
内
障
は
自
覚
症
状
の
少
な

い
病
気
で
す
が
、
早
期
発
見
が

大
切
で
す
。
最
近
目
が
疲
れ
る

人
や
、
家
族
に
緑
内
障
の
人
が

い
る
人
は
、
眼
科
受
診
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
�

�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

が
ん
あ
つ
�

が
ん
て
い
�

し
ん
け
い
�

　
　
し
　
や
�

し
�

１�

２�

３�

新
鮮
な
も
ぎ
た
て
�

み
か
ん
は
い
か
が
？
�

み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
�

淡
路
景
観
園
芸
学
校
�

景
観
園
芸
専
門
課
程
�

平
成
十
六
年
度
生
� 「

土
木
の
日
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
�

日
本
丸
か
ら
見
る
淡
路
�

土
木
の
現
場
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
�

参
　
加
　
者
�

キ
　
�

　
ロ
�

秋の「淡路全島一斉清掃」は、衆議院議員の総選挙のため１１月１６日（日）に実施します。多数のご参加をお願いします。�



１１�

わが家の　ホ ー プ�

�
　　　　　　　　　母：利恵さん（由良）�

�

そう 　と�

�

熊田　颯人 くん （平成１４年３月８日生まれ）�

��　
里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま

れ
な
い
児
童
を
、
個
人
の
家
庭

に
あ
ず
け
て
、
そ
の
温
か
い
愛

情
と
家
庭
的
環
境
の
な
か
で
養

育
す
る
制
度
で
す
。
�

　
里
親
に
な
る
に
は
、
定
め
ら

れ
た
書
類
に
よ
り
申
し
込
み
、

審
査
の
う
え
適
当
と
認
め
ら
れ

れ
ば
、
「
里
親
登
録
」
さ
れ
ま

す
。
�

　
児
童
と
の
出
会
い
は
、
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
が
児
童
の
年
齢
や

適
性
、
里
親
の
家
庭
状
況
や
希

望
条
件
な
ど
を
考
慮
し
、
児
童

を
里
親
に
紹
介
し
ま
す
。
�

　
養
育
費
に
つ
い
て
は
、
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
か
ら
毎
月
、
里
親

に
送
ら
れ
ま
す
。
�

▼
里
親
の
申
込
み
手
続
き
な
ど

詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福
祉

館
内
福
祉
課
（
　
２
２
・
３
３

３
２
）
か
、
兵
庫
県
中
央
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
（
　
０
７
８
・
９

２
３
・
９
６
６
６
）
へ
。
�

�　
海
上
保
安
庁
で
は
、
有
資
格

者
を
対
象
に
巡
視
船
艇
で
勤
務

す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
�

◆
種
　
目
　
▽
航
海
　
▽
機
関

　
▽
通
信
　
▽
飛
行
�

◆
受
理
期
間
　
十
月
十
四
日
（火）

　
〜
三
十
一
日
（金）
�

◆
試
験
日
　
▽
第
一
次
　
十
一
�

　
月
九
日
（日）
　
▽
第
二
次
　
十

　
一
月
十
日
（月）
�

▼
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
�

（
　
０
７
９
９
・
８
２
・
３
０

５
０
）
へ
｡
�

��������　
売
買
・
贈
与
・
交
換
・
建
築

な
ど
に
よ
っ
て
不
動
産
（
土
�

地
・
家
屋
）
を
取
得
す
る
と
、

登
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
不

動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
�

　
住
宅
用
土
地
の
取
得
に
関
し

て
は
、
取
得
し
て
か
ら
三
年
以

内
に
特
例
適
用
住
宅
を
新
築
し

た
場
合
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
�

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

も
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
�

▽
宅
地
の
取
得
　
▽
住
宅
の
取

得
　
▽
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

よ
り
被
災
し
た
家
屋
に
代
わ
る

家
屋
の
取
得
な
ど
で
、
一
定
の

要
件
を
み
た
す
場
合
。
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
洲

本
県
税
事
務
所
不
動
産
取
得
税

課
（
　
２
６
・
２
０
２
８
）
へ
。
�

��　
�

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選

挙
人
名
簿
の
中
か
ら
検
察
審
査

会
の
審
査
員
候
補
者
を
選
定
す

る
た
め
、
く
じ
で
選
ば
れ
て
候

補
者
の
予
定
者
と
な
っ
た
人
に

職
業
な
ど
の
調
査
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
�

　
十
月
下
旬
に
郵
便
に
よ
り
お

問
い
合
わ
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
選
挙
管

理
委
員
会
（
　
２
２
・
１
３
１

４
）
か
、
洲
本
検
察
審
査
会
（
　

２
２
・
３
０
２
４
）
へ
。
�

健康で明るく素直な子に育ちますように。�

兵
庫
県
で
は
、
今
、
�

里
親
を
求
め
て
い
ま
す
�

海
上
保
安
庁
船
舶
職
員
�

検
察
審
査
員
候
補
者
�

選
出
の
た
め
の
調
査
に
�

ご
協
力
を
！
�

不
動
産（
土
地
や
家
屋
）を
�

取
得
し
た
場
合
�

不
動
産
取
得
税
の
�

申
告
を
�

お
忘
れ
な
く
！
�

▼
�

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�
１０月２３日（木）（第４木曜日）�

午前７時～正午�
　詳しくは市役所市民生活部環境整備課�
（　２２・３３２１、内線３４３）へ。�

お
知
ら
せ�

　平成１５年度の時間額は、平成１４年度と同じ金

額です。また、日額は平成１４年度から廃止されて

います。�

◆この最低賃金は、兵庫県内で使用されている、パ

ート、アルバイトなどを含めたすべての労働者に適

応されます。なお、産業別最低賃金は改定審議中です。�

　詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（　０７８・

３６７・９１５４）か、淡路労働基準監督署（　２２・

２５９１）へ。�

▼
�

�

兵庫県最低賃金の兵庫県最低賃金のお知お知らせ�兵庫県最低賃金のお知らせ�
時間額　６７５円�時間額　時間額　６７５円�時間額　６７５円�

（発行日　平成１４年９月３０日より）�

◆市民税県民税（普通徴収）第３期�
◆国民健康保険税          　  第３期�
◆介護保険料（普通徴収）   第３期�
�
      納期  １０月３１日（金）�
�

今月の納税�今月の納税�

納税は、便利、安全、確実な口座振替えをご利用くだ�
さい。�
　　　　　　　市役所総務部税務課�

　環境立島実現への一助とするために、海岸漂着ごみの現状とルーツの調査を行う「海岸漂着ごみの調査」を、１０月２５日（土）１２時３０分より�
　安乎町平安浦の「安乎浜」で行います。多数のご参加をお願いします。　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（　２２・３３２１内線３４２）へ。�▼

�

暴力団員のいない、明るく、住みよい洲本市を実現しよう！�

◆と　き　１０月２２日（水）、午後１時３０分～�

◆ところ　洲本市総合福祉会館多目的ホール（３階）�

◆内　容　　第１部　洲本市民の警察官表彰�

　　　　　　第２部　暴力団追放洲本市民大会�

▽
�

▽
�



１２�

情報広場�

��　
一
定
面
積
の
土
地
取
引
を
し

た
場
合
、
権
利
取
得
者
は
契
約

か
ら
二
週
間
以
内
に
市
を
経
由

し
て
兵
庫
県
知
事
に
届
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
別
の
面

積
は
小
さ
く
て
も
合
計
す
る
と

五
千
平
方
　
以
上
と
な
る
場
合

も
届
出
が
必
要
で
す
。
（
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
制

度
）
�

◆
届
出
が
必
要
な
面
積
　
都
市

　
計
画
区
域
（
洲
本
市
全
域
）

　
五
千
平
方
　
以
上
�

▼
ご
相
談
な
ど
詳
し
く
は
、
兵

庫
県
土
地
対
策
室
（
　
０
７
８
・

３
４
１
・
７
７
１
１
）
か
、
市

役
所
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課

（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線
２

３
７
）
へ
。
�

����　
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を

終
え
た
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父

母
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

に
改
め
て
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
�

◆
対
象
者
　
　
第
十
七
回
特
別

　
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受

　
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
で
、

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
に
お

　
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

　
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し

　
て
い
る
人
　
第
十
九
回
特
別

　
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受

　
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
で
、

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
に
お

　
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

　
金
な
ど
を
受
け
る
権
利
か
受

　
け
と
る
資
格
を
有
し
、
か
つ
、

　
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

　
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ
く
す

　
る
子
も
孫
も
有
す
る
に
い
た

　
ら
な
か
っ
た
人
�

◆
金
額
　
　
二
百
万
円
　
　
百

　
万
円
�

◆
請
求
期
限
　
平
成
十
八
年
三

　
月
三
十
一
日
�

▼
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
介
護
福

祉
課
総
務
係
（
　
２
２
・
９
３

３
３
）
へ
。
�

���◆
と
　
き
　
十
一
月
三
日
（祝）
午

　
前
十
時
ス
タ
ー
ト
�

◆
と
こ
ろ
　
一
宮
町
伊
弉
諾
神

　
宮
〜
南
淡
町
中
央
公
民
館
�

◆
レ
ー
ス
当
日
、
コ
ー
ス
や
コ

ー
ス
周
辺
は
、
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。
�

����　
松
枯
れ
の
多
く
は
、
松
く
い

虫
（
マ
ツ
材
線
虫
病
）
に
よ
る

病
虫
害
で
す
。
松
く
い
虫
被
害

か
ら
貴
重
な
松
林
を
守
り
、
緑

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
「
松
く
い
虫
防
除
強

化
月
間
」
を
十
一
月
と
定
め
て

い
ま
す
。
�

　
六
〜
八
月
に
松
く
い
虫
の
被

害
を
受
け
た
松
が
九
月
頃
か
ら

枯
れ
出
し
て
い
ま
す
。
放
置
し

ま
す
と
周
辺
の
松
に
伝
染
し
ま

す
。
ま
た
、
倒
れ
て
き
て
大
変

危
険
で
す
の
で
、
松
林
を
お
持

ち
の
人
は
伐
採
し
、
薬
剤
散
布

や
焼
却
、
破
砕
チ
ッ
プ
な
ど
徹

底
し
た
被
害
木
の
駆
除
を
積
極

的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
�

▼
松
く
い
虫
被
害
や
造
林
に
か

か
る
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し

く
は
、
市
役
所
産
業
振
興
部
ふ

る
さ
と
整
備
課
（
　
２
２
・
３

３
２
１
内
線
２
４
５
）
か
、
淡

路
県
民
局
洲
本
農
林
（
水
産
）

振
興
事
務
所
（
　
２
２
・
３
５

４
１
）
へ
。
�

����

1

1

2

2

あわじ青年の家まつり�あわじ青年の家まつり�あわじ青年の家まつり�

フリーマーケット出店者募集�フリーマーケット出店者募集�

◆と　き　１１月１日（土）午後６時～午後９時�

　（前夜祭）、２日（日）午前９時～午後３時�

◆ところ　国立淡路青年の家（入場無料）�

◆内　容　竹・わら細工、もちつき、ビンゴゲーム、

　和太鼓、マーチング、中国獅子舞、フリーマーケ

　ット、大浴場無料開放など�

◆と　き　１１月２日（日）午前１０時～午後３時�

◆ところ　国立淡路青年の家 つどいの広場�

◆募集数　３０店舗（１店舗２.５　×２.５　）�

◆締　切　１０月２４日（金）�

　　出店費用は無料。�

　　保健所の許可が必要な食品などは販売できません。�

　申し込みなど詳しくは、国立淡路青年の家（　０７

９９・５５・２６９５）へ。�

▽
�

▽
�

▼
�

メー�
トル�

メー�
トル�

２００３
年�秋季全国火災予防運動１１月９日（日）～１５日（土）�

３つの習慣�
〇寝たばこは、絶対やめる。�
〇ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。�
〇ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。�
４つの対策�
〇逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。�
〇寝具や衣類からの火災を防ぐために、防災製品を使用する。�
〇火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。�
〇お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。�

消防フェスティバル�消防フェスティバル�
◆と　き　１１月９日（日）、午前１０時３０分～午後２時３０分まで�
　※雨天中止�
◆ところ　淡路消防ビル東側空地（旧カネボウ社宅用地）�
◆内　容　消火体験、煙避難体験、地震体験、消防自動車見
　学、ミニコンサート、　空の消防教室、非常食体験など�
　※先着３００人に阪神タイガース矢野選手のサイン入りオ
　リジナル防火ポスターをプレゼント�
　詳しくは、淡路広域消防事務組合消防本部予防課（　２４・０１１９）へ。�▼

�

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント�住宅防火　いのちを守る　７つのポイント�住宅防火　いのちを守る　７つのポイント�

土
地
取
引
の
届
出
を
�

お
忘
れ
な
く
！
�

第
十
四
回
�

淡
路
島
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に
�

ご
協
力
を
�

十
一
月
は
、
�

��　
 
 
 
 
で
す
�

戦
没
者
な
ど
の
�

妻
や
父
母
の
皆
さ
ま
へ
�

特
別
給
付
金
が
�

継
続
支
給
さ
れ
ま
す
�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

松
く
い
虫
防
除
強
化
月
間
�

　特定計量器（はかり）の定期検査を、１１月４日から１２月３日まで行います。　詳しくは、県産業労働部商工労働局商工振興課（　０７８・３６２・３３４７）へ。�▼
�



�����◆
と
　
き
　
十
月
二
十
六
日
（日）

◆
と
こ
ろ
　
芦
屋
南
高
等
学
校
�

◆
内
　
容
　
子
ど
も
多
文
化
共

　
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、ス
タ
ン
プ
�

　
ラ
リ
ー
、
異
文
化
体
験
な
ど
�

▼
詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会

人
権
教
育
課
（
　
０
７
８
・
３

６
２
・
３
７
９
３
）
へ
。
�

��◆
と
　
き
　
十
一
月
一
日
（土）
、

　
二
日
（日）
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
景
観
園
芸
学

　
校
�

◆
内
　
容
　
山
形
う
ま
い
も
の

　
市
、
コ
ケ
玉
市
、
草
木
染
め
、

　
盆
栽
展
示
な
ど
�

▼
詳
し
く
は
、
A
L
P
H
A
祭

実
行
委
員
会
（
　
０
７
９
９
・

８
２
・
３
１
３
１
）
へ
。
�

�����◆
と
　
き
　
十
月
二
十
三
日
（木）
、

　
午
前
十
時
四
十
五
分
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
夢
舞
台
国
際

　
会
議
場
�

▼
詳
し
く
は
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
実
行
委
員
会
事
務
局
（
二
十

一
世
紀
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究

機
構
内
）
（
　
０
７
８
・
２
６

２
・
５
５
７
７
）
へ
。
�

�◆
と
　
き
　
十
一
月
八
日
（土）
、

　
午
後
一
時
〜
二
時
半
（
雨
天

　
順
延
）
�

◆
と
こ
ろ
　
ア
ル
チ
ザ
ン
・
ス

　
ク
エ
ア
前
市
民
広
場
�

◆
内
　
容
　
パ
ネ
ル
展
示
（
ユ

　
ニ
セ
フ
と
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

　
活
動
）
、
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
フ

　
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど
�

��◆
対
象
者
　
就
学
前
の
一
年
�

◆
募
集
期
間
　
十
一
月
八
日
（土）

　
〜
一
月
十
日
（土）
ま
で
�

▼
詳
し
く
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
団
本
部
千
福
寺
（
　
２
２
・

３
３
０
９
）
へ
。
�

１３�

２５８�

ウスイロコノマチョウの成虫�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
�

�　
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
に

よ
く
似
た
ク
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ

は
、
淡
路
に
広
く
分
布
し
、
個

体
数
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ウ
ス
イ
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
は
、

九
州
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
採

集
記
録
は
あ
り
ま
す
が
、
確
実

に
住
み
着
い
て
い
る
の
は
、
今

の
所
南
西
諸
島
だ
け
で
す
。
�

　
淡
路
島
で
の
最
初
の
記
録
は

二
十
三
年
前
の
八
月
で
す
。
そ

の
後
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
多

く
の
採
集
記
録
が
あ
り
ま
す
。

飼
育
も
さ
れ
、
野
外
で
の
繁
殖

も
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
越

冬
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

本
種
の
幼
虫
は
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ

や
ス
ス
キ
な
ど
、
大
型
の
イ
ネ

科
植
物
の
葉
を
食
べ
ま
す
。
�

　
洲
本
市
内
で
は
、
大
野
、
加

茂
、
安
乎
な
ど
で
採
集
さ
れ
、

飼
育
記
録
も
あ
り
ま
す
。
写
真

の
標
本
は
、
安
乎
町
で
十
月
末

に
採
集
し
た
も
の
で
す
。
�

��

子
ど
も
多
文
化
交
流
�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
祭
�

平
成
十
六
年
度
�

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集
�

長
大
橋
が
拓
く
�

大
交
流
・
連
携
時
代
の
�

新
た
な
地
域
づ
く
り
�

明
石
海
峡
大
橋
開
通
�

五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�

�

五
楽
三
昧（
ご
ら
く
ざ
ん
ま
い
）�

A
L
P
H
A
祭
２
０
０
３
�

　１０月１日からPCリサイクルが始まり、不用になった家庭用
のパソコンは、購入したメーカーが回収し、リサイクルされる
ことになりました。対象となる機器は、デスクトップパソコン、
ノートパソコン、ブラウン管ディスプレイ、液晶ディスプレイ
です。１０月１日以前に販売されたものについては、回収時に
費用が必要です。�
�

詳しくは、参加メーカー各社のホームページか、JEITA（http :�
//www.pc3r . jp）へ。�

▼
�

●ご購入時の標準添付品（マウス、キーボード、スピーカー、ケーブルなど）も一緒に�
　回収します。マニュアル、CD－ROM、FDは含みません。�
●プリンタなどの周辺機器、ワープロ専用機、PDA(携帯情報端末)は対象となりません。�

イ
ベ
ン
ト�

　“ため池”は農業をはぐくみ、地域の発展を支えて
きました。そのほかにも、治水に役立ったり、貴重な
生き物に豊かな自然環境を提供してきました。また、
最近では、釣りや散策などで“ため池”を訪れる人が
増えてきました。しかし、汚れた排水の流入やゴミの
ポイ捨てで、“ため池”はその美し
い姿を失いつつあります。“ため池”
を汚さないようにしましょう！�
　　　　洲本土地改良事務所�

１０月は、労働保険適用促進月間�
パートで働く人にも退職金を�

　中退共制度（中小企業退職金共済制度）は、一般
の従業員だけでなく、パートタイマーなどの短時間
労働者の人も加入できます。一般の従業員より低い
掛け金も用意されていますので、加入しやすくなっ
ています。�
　詳しくは、洲本公共職業安定所（ハローワークす
もと）（　２２・０６２０）へ。�
�

▼
�

　県では厚生労働省の方針に合わせて神経芽細胞腫マススクリーニング検査を、１１月１日から休止します。　�
　　詳しくは、洲本健康福祉事務所保健指導課（　２６・２０６４）へ。�
�

▼
�

快適★便利な路線バス�

兵庫県警察本部　http://www.police.pref/hyogo.jp/



１４�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

�

TEL 26-1133

私たちの住む淡路島の特産品�
を全国へ宅配します。�
いろいろ選んで詰め合わせる�
「うまいもん」ギフトが好評！�

�

ギフトに淡路特産品を！�

淡路ごちそう館� （みけつくに）�御食国�

毎月第２・３水曜日は定休日となっています。�
貸切等の事情により上記定休日以外でも一般営業をお休みする場合がございます。�

期間限定�

「レディースコース」￥2,800「レディースコース」￥2,800「レディースコース」￥2,800

献
血
日
程�

（しとうりゅう）�

水�
日�

洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～8：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

◆ 材料�

さつま芋　　　　　８０ �

人参　　　　　　　２０ �

きゅうり　　　　　２０ �

とうもろこし（粒）　２０ �

マヨネーズ　　　　大さじ１�

こしょう　　　　　少々�

�

　　　　 １人分�

 エネルギー　１０９�

�

　 栄養士　小丸恭子�

�

1２０�

さ
つ
ま
芋
の
サ
ラ
ダ�

◆
作
り
方�

　
さ
つ
ま
芋
は
き
れ
い
に
洗
い

　
一
　
角
に
切
る
。
人
参
は
皮

　
を
む
き
、
い
ち
ょ
う
切
り
に
、

　
き
ゅ
う
り
は
薄
く
ス
ラ
イ
ス

　
す
る
。�

　
さ
つ
ま
芋
、
人
参
、
コ
ー
ン

　
を
茹
で
る
。
　�

　
　
と
き
ゅ
う
り
を
混
ぜ
て
、

　
こ
し
ょ
う
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で

　
調
味
す
る
。�

��

セ
ン�

チ�
�� 

子
ど
も
を
小
児
マ
ヒ
か
ら
守

る
「
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
」
の

接
種
（
服
用
）
を
行
い
ま
す
。
�

 
母
子
手
帳
、
予
診
票
を
持
参

し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
対
象
者
 
▽
平
成
十
四
年
八
 
 
 
 

　
月
一
日
〜
平
成
十
五
年
七
月

　
三
十
一
日
生
ま
れ
 
▽
そ
の

　
他
七
歳
半
未
満
で
二
回
の
接

　
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
�

◆
実
施
時
間
　
午
後
二
時
〜
二
�

　
時
半
�

下
痢
を
し
て
い
る
と
接
種
で
き

ま
せ
ん
。
体
調
の
良
い
日
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

◆
十
月
十
五
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
十
一
月
十
二
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
十
時
半
�

 
ク
ラ
ヤ
三
星
堂
淡
路
支
店
�

▽
午
前
十
一
時
〜
正
午
�

 
淡
路
勤
労
セ
ン
タ
ー
�

▽
午
後
一
時
四
十
分
〜
三
時
�

　
四
十
分
�

 
洲
本
市
役
所
�

◆
十
二
月
十
七
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用
を
�

��������　
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
（
公
費

負
担
）
。
�

◆
対
象
者
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
時

　
点
で
満
六
十
五
才
以
上
の
洲

　
本
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
で

　
接
種
を
希
望
す
る
人
�

◆
接
種
期
間
　
十
二
月
三
十
一

　
日
（水）
ま
で
�

◆
医
療
機
関
　
洲
本
市
に
登
録

　
し
て
い
る
医
療
機
関
（
市
内
・

　
三
原
郡
内
と
兵
庫
県
内
）
�

　
事
前
に
医
療
機
関
に
確
認
を

　
し
、
必
ず
健
康
手
帳
と
住
所
・

　
生
年
月
日
が
わ
か
る
保
険
証

　
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
接
種
費
用
　
無
料
�

◆
洲
本
市
以
外
で
接
種
を
希
望

　
さ
れ
る
人
は
、
市
保
健
セ
ン

　
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
（
希
望
す
る
理
由
が
必
要

　
で
す
）
。
希
望
医
療
機
関
宛

　
の
依
頼
書
や
予
診
票
な
ど
を

　
お
渡
し
し
ま
す
（
電
話
で
の

　
受
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
）
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

月   日� 場    所� 対象地区�

11月17日（月）�

11月18日（火）�

11月21日（金）�

11月25日（火）�

�

洲本市�
健康福祉館�
�
�
由良公民館�
�
洲本市�
健康福祉館�
�

潮・外町・安乎・中川原�

物部・加茂・納・内町�

由良・上灘�

大野・鮎屋・上物部�
津田・千草�
�

六
十
五
歳
以
上
の
人
は
�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
�

無
料
予
防
接
種
を
�

　
受
け
ま
し
ょ
う
�

�������　
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、
個
別
成
人
病
健
診

を
洲
本
市
医
師
会
の
協
力
で
行

っ
て
い
ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
の
最
寄
り
の
医
院
や

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
先
で
受
診
で

き
ま
す
。
内
科
系
医
院
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
以
外
の
医
院
で
も

受
診
で
き
ま
す
。
�

　
年
一
回
以
上
の
健
康
診
断
を

習
慣
づ
け
、
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
�

◆
対
象
者
 
市
内
に
住
所
の
あ

　
る
四
十
歳
以
上
の
人
。
勤
務

　
先
で
職
場
健
診
を
受
け
た
人

　
や
、
夏
の
集
団
健
診
を
受
け

　
た
人
は
除
き
ま
す
。
�

◆
期
　
間
 
十
一
月
二
十
九
日

　
（土）
ま
で
�

◆
場
　
所
 
市
内
の
医
院
や
診

　
療
所
（
県
病
、
健
康
福
祉
事

　
務
所
は
除
き
ま
す
）
。
�

◆
健
診
料
　
千
三
百
円
（
七
十

　
歳
以
上
の
人
は
無
料
）
。
�

◆
検
査
項
目
 
血
圧
測
定
、
尿
�

　
・
循
環
器
・
肝
機
能
・
腎
機
 
�

　
能
・
糖
尿
な
ど
の
基
本
検
査
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
　
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

生
活
習
慣
病
（
成
人
病
）
�

　
予
防
の
た
め
�

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
�

十
一
月
二
十
九
日
ま
で
�

シェフのおすすすすめ！�シェフのおすすめ！�１０/１９～１１/１８�１０/１９～１１/１８�１０/１９～１１/１８�

（税別）�

前菜三種盛り合わせ　シェフの創作三品�
和風ソースのステーキ＆温野菜　サラダバイキング�
など　デザート＆コーヒーもついて　全９品�

※要予約（前日までに）、１Ｆ席のご利用となります�



１５�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

成人健康相談  １１月１０日（月）、�
　午後１時３０分～３時�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～第４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気 １０月２２日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　１０月２１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  １１月１１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん １２月２日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  １１月５日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  �
　はじめての離乳食（対象・４か月～６�
　か月児）１１月５日（水）、午後１時
　～３時�
　マイステップ（対象・７か月～１歳児）�
　１１月１２日（水）、午前１０時～�
　１１時３０分�
７か月児相談  １０月２２日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、対象
　者（Ｈ１５．３月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談  １０月２３日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１３．１０月生まれ）に�
　は案内、問診表などを送付します。�
乳幼児相談  １１月２１日（金）、�
　午前９時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談 毎月第１～第４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・
　４月曜日、糖尿病予防重点相談は第
　１・３月曜日）�

　３月曜日、午前１０時から正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１時�
　～５時（予約が必要）�
胃がん検診  １１月 ５日（水）、�
　午前９時（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日�
　で保健所が指定する日、　午前９時～
　（ 料 金 １５，２８０円 、申 込・�
　洲本健康福祉事務所へ）洲本市民で国民健�
　康保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加�
　入者で４０歳以上の人に５，００�
　０円の助成があります。（ただし�
　１年度１回限り）�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第３�
　火曜日、予約制・午後１時３０分～      
　（精神病、痴呆、アルコールその他
　心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談　毎月第１、�

　１０月、１１月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�
�

　
こ
の
夏
、
目
に
し
な
か

っ
た
、
耳
に
し
な
か
っ
た

も
の
と
い
え
ば
、
入
道
雲

と
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
鳴

き
声
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
冷
夏
の
あ
と
に

盛
夏
が
や
っ
て
き
た
み
た

い
で
、
七
〜
八
月
に
は
入

道
雲
が
見
ら
れ
ず
、
ツ
ク

ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
鳴
き
声
も

あ
ま
り
元
気
が
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
◆
そ
の
代
わ

り
見
ら
れ
た
も
の
が
、
火

星
大
接
近
と
成
ヶ
島
で
の

海
が
め
の
孵
化
・
・
・
。

こ
ん
な
事
を
書
き
と
め
て

い
た
時
に
流
れ
た
の
が
、

北
海
道
・
十
勝
沖
地
震
の

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
◆
テ
レ

ビ
や
新
聞
な
ど
で
伝
え
ら

れ
る
映
像
は
、
あ
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
も
の
で
し
た
◆
陸

と
海
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界

で
発
生
す
る
巨
大
地
震
は
、

何
年
か
の
周
期
で
発
生
す

る
性
質
が
あ
り
、
南
海
地

震
も
近
い
将
来
に
発
生
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
備

え
に
十
分
過
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
教
訓
に
す
る

た
め
に
も
、
細
心
の
ご
注

意
を
。�

（
Ｔ
）�

（　２２・０７１２）�

由 良 公 民 館 で �
（　２７・２１６７）�

洲本健康福祉事務所で�
（保健所）�（　２２・３５４１）�

（　２２・３３３７）�

フリー�
ダイヤル�

　３０分～午後５時１５分、洲本市健�
　康福祉館（　２２・３３３２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター�
　（　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務�
　所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　　０１２０・３６・７８３０で。）�

法律相談　弁護士による相談。１１月�
　５日（水）、１１月１９日（水）�
　（受付・市役所市民相談係で電話�
　による予約受付けをしています  �
　　２２・３３２１内線３４５・３ �
　４６）総合福祉会館で。�
行政相談　１１月１２日（水）午後１時
　１５分～３時まで（受付・午後１時１５
　分～２時まで）総合福祉会館　で。�
社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（  ２６・００２２）�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午後�
　４時、神戸地方法務局洲本支局人権�
　相談室（　２２・０４９７）で。�
家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月・火・木、午前８時�

市保健センターで�
（　２２・３３３７）�

�

　１０月２７日（月）から１１月９日�
（日）の２週間は『読書週間』です。 
　図書館では「読書の秋」にふさわし
い、様々な種類の本を取り揃えていま
す。みなさんもこの機会に、大いに読
書を楽しみましょう。�
�

《 新着本紹介 》�
『絶対感動本５０』�

齋藤孝／著  マガジンハウス�
『生涯最高の失敗』�

田中耕一／著  朝日新聞社�
『なぜ人は恐ろしいことをするのか』�

曽野綾子／著  講談社�
�

《 行事のお知らせ 》�

「いっしょにおはなしかい」�
（０～３歳児対象）�

１１月５日(水) 午前１１時～�
「おはなし会」（３～６歳児対象）�

１１月８日(土) 午後２時～�
「もっとおはなし会」（小学生対象）�

１１月８日(土) 午後２時３０分～�
「おりがみ教室」�

１１月１日(土) 午後２時～�
「つくってあそぼう！」�
１１月１６日(日) 午後１時３０分～�

※「おりがみ教室」「つくってあそぼう」は定
員４０名。参加申込は前日まで。」�
�

（　２２・３３２２）�

洲本市民工房ギャラリー�
◆松島弥須子　絵更紗展�
１０月２５日（土）～２７日（月）�
主催　松島弥須子�
◆くれ・ふるーる　幸せへの瞬間　�
　（創作花）�
１０月３１日（金）～１１月３日（月）
午前１０時～午後６時（最終日午後３
時まで）�
◆刻書・書作品交流　書の遊展�
１１月９日（日）～１１月１５日（土）�
午前９時～午後５時（最終日午後４時
まで）�
主催　洲本市・神戸市立神港高等学校�

10月16日（木）�

10月24日（金）�

11月  6日（木）�

11月13日（木）�

11月20日（木）�

11月28日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

Ｈ１５年６月生�

Ｈ１４年１２月生�

Ｈ１４年３月生�

Ｈ１４年４月生�

Ｈ１２年８月生�

Ｈ１５年７月生�



１６�

　
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
”秋

の
星
空
体
験
“が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
夕
食
後
、
わ
か
り
や
す

い
星
座
講
座
が
あ
り
、
今
回
は
地

球
に
大
接
近
し
た
火
星
や
、
秋
の

星
座
を
観
測
し
ま
し
た
。
�

▼
詳
し
く
は
、
エ
ト
ワ
ー

ル
生
石
（
　
２
５
・
７

０
３
３
）
へ
。
�

�

　来年４月から市立幼稚園に入園を希望する幼児を募集します。�
なお、洲本幼稚園において３歳児単独保育を実施します。�
◆年　齢�
（１）５歳児  平成１０年４月２日から１１年４月１日までの出生児�
（２）４歳児  平成１１年４月２日から１２年４月１日までの出生児�
（３）３歳児  平成１２年４月２日から１３年４月１日までの出生児�
◆手続き �
（１）入園を希望する幼稚園で入園願書を受け取り、必要事項を書いて、
　  その幼稚園に提出してください。�
（２）園児１人に対し、複数の幼稚園に願書を提出することはできません。�
（３）希望者が募集人員を超えた場合は抽選とします。�
◆抽選日　１１月１９日（水）午後３時～（予定）�
◆入園料 　６,０００円�
◆保育料    ６,０００円（月額）�
 （入園料・保育料はいずれも１５年度現在の金額です。変更もあります。）�
�

幸せなペットはみんなから愛されているペットです�幸せなペットはみんなから愛されているペットです�
　あなたのペットは、あなたやあなたの家族だけがかわいがっていればいいというものではありません。本当に

幸せなペットは、ご近所や地域の人からも愛されているペットです。あなたがペットのフンをそのままにした

り、深夜まで鳴かせていたりしていると、あなた自身が、ペットを嫌われ者にしてしまう原因をつくること

になるのです。愛するペットのために、まず飼い主自身が最低限のマナーを守りましょう。�

市 立 幼 稚 園 児 募 集 �市 立 幼 稚 園 児 募 集 �
受 付    １１月１０日（月）～１１月１４日（金）�

▼
�

定員�幼稚園名 � 募集人員� 所在地・電話番号�

洲　本�

第　一�

第　三�

加　茂�

大　野�

�

６５�

６５�

６５�

６５�

１３０�

�

１６�

２３�

３�

１３�

１１�

�

３０�

３０�

３０�

３０�

６０�

�

山手二丁目１―７  　 ２２・１２１２�

宇山一丁目１―３７ 　２４・１０３７�

物部一丁目１―４９ 　２２・２１８３�

下内膳４７７―１ 　    ２２・９２４４�

大野３１８　            ２２・３５４０�

�

５歳児     ４歳児�

　犬が人間社会で暮らすうえで、しつけは
絶対に欠かせません。人を咬んではいけない、
むやみに吠えてはいけないなど人間社会で
暮らす上での最低限のルールを、飼い主か
ら正しく教わっていない犬は、結果的に不
幸になってしまうことが多いのです。飼い
主の責任で、人と犬とが共生するために必
要なルールを教えてあげましょう。�
�

　かわいそうな野良犬や野良猫に
エサをあげたいと思ったことは、誰
でも一度はあるでしょう。でも、エ
サをあげる前によく考えてください。
その行為によって周囲に迷惑がか
かったり、結果的に不幸な動物をあ
なた自身が増やしてしまうことに
もなるのです。�
�

犬のフンでお困りの人は�
　淡路獣医師会よりclean up（フンは必ず持ち帰る）看板（３０セン

チ ×５０セン
チ ）をいただいています。�

　　希望者は、市役所市民生活部環境整備課（　２２・３３２１内線３４３）へ。�
�

▼
�

学校や公民館などでのセミナーや出張講習会などもいたします。�
犬のしつけや飼い主のマナーについて、詳しくは、洲本健康福祉事務所薬務・生活衛生課（　２６・２０６８）へ。�

（注）５歳児の募集人数については、９月現在の園児を除いた数です。�
　　　入退園により多少変動します。�
◎３歳児について　洲本幼稚園で２０人募集します。　洲本市在住
の人は応募できます。�
　詳しくは、各幼稚園か市教育委員会学校教育課（　２２・３３２
１内線３７６）へ。�


